
マスク化確認書の記載方法 
１．マスク化確認書のご入手方法 

（１）発注されるマイクロコンピュータ名のマスク化確認書を本ホームページより入手してください。 

    既にお手持ちの場合も、ホームページにて常に最新かどうかご確認ください。 

    （①がマスク化確認書番号です。<>内がバージョンを表します。） 

＊ホームページにマスク化確認書が無い場合は、最寄りの販売部門、特約店にお問い合わせください。 

 

 マスクマスクマスクマスクＲＯＭＲＯＭＲＯＭＲＯＭ番号番号番号番号をををを入手入手入手入手されましたかされましたかされましたかされましたか    →→→→最寄りの販売部門、特約店にて事前にご入手ください。    

 

２．マスク化確認書のご記入手順 

（１）各ページの右上「マスクＲＯＭ番号」欄②にマスクＲＯＭ番号をご記入ください。 

（２）貴社名③をご記入ください。必ず正式名称をご記入ください。 

（３）提出いただく媒体により該当するメディアの“□”欄④にレ印を記入ください。 

（４）ご使用されるメディアにより下記を選択ください。 

●ＥＰＲＯＭで発注される場合 

●フロッピーディスクで発注される場合 

＊使用可能なメディアはマスク化確認書に記載されておりますので確認ください。 

  （“ＥＰＲＯＭのみ”もしくは“ＥＰＲＯＭまたはフロッピーディスク”がございます。） 

 

●ＥＰＲＯＭで発注される場合 

（１）発注されるマイクロコンピュータに複数のパッケージがある場合、該当するマイクロコンピュ

ータ名の“□”欄⑤にレ印を記入ください。 

（２）ＰＲＯＭライタでＥＰＲＯＭに書き込んだ際に表示される 4 桁のチェックサムコード⑥を記入

ください（6桁表示の場合は、下位 4桁）。 

（３）ＥＰＲＯＭの種類の“□”欄⑦にレ印を記入ください。 

 

その他、プログラムアドレス、プログラム領域、ＯＳＤフォントデータ（必要な場合）、オプションデ

ータ（必要な場合）、マイクロコンピュータ名のＡＳＣＩＩコード（必要な場合）等は、それぞれ使用

されるマイクロコンピュータにより異なりますので最新のマスク化確認書で確認ください。 

 

 

●フロッピーディスクで発注される場合 

（１）発注されるマイクロコンピュータに複数のパッケージがある場合、該当するマイクロコンピュ

ータ名の“□”欄⑤にレ印を記入ください。 

 

（２）マスクファイル作成ユーティリティー（ＭＭ）を使用し、16 進データファイル（ＯＳＤフォン

トデータ等の専用データが必要な場合はそれも）、マスクオプション（必要な場合）、空き領域 

   設定（必要な場合）、マスク化確認書形名（マスク化確認書に記載の「マイクロコンピュータ 

   形名）のＸＸＸ部を「マスクＲＯＭ番号」に置き換えた形名）をマスク化確認書に従い入力してく 

   ださい。 

＊入力は必ず半角英数字（アルファベットは大文字）をご使用下さい。 

＊ご使用のマイクロコンピュータにより、形名に“-”（ハイフン）の有無がありますので最新のマス

ク化確認書にてマイクロコンピュータ名を必ずご確認下さい。 

 

（３）MM 実行で生成される マスクファイル名⑧ と ファイルコード[File code]⑨ を記入ください。 

   （ファイルコード⑨は上位がゼロでも必ず 8桁全てを記入ください。） 

 

＊フロッピーディスクの場合、16 進データファイルの 000016～000F16番地にマイクロコンピュータ名の    

  ASCII コードを入力しないでください。 

＊その他、最新のマスク化確認書の注意事項を十分確認願います。 

 

最後に、ご使用条件につきましては、できるだけ詳しく記入いただけますようお願いいたします。 

 








